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研 究 助 成

公益財団法人天文学振興財団 
2021年度研究助成等応募

当財団は，天文学の振興に寄与することを目的とし
て，天文学に関連する分野の研究，教育および普及活
動への必要な経費を助成いたします．
 2021年2月1日
 公益財団法人天文学振興財団　理事長　観山正見

1. 応募種目
[1] 国際研究支援事業
（1）研究に対する助成
・対象：天文学に関する研究に従事する若手研
究者（申請者は原則35歳以下とする）

・助成：研究経費（設備備品費，消耗品費，そ
の他）1件あたり100万円以下

（2）国際交流に対する助成
・対象：天文学に関する海外での国際交流活動
（1ヵ月以内）に2021年6月以降参加する研
究者
・助成：参加に要する往復航空運賃および滞在費

（3）国際研究集会開催および参加に対する助成
①国際研究集会開催に対する助成
・対象： 2021年7月以降に国内外において天
文学に関する国際研究集会を開催する研究者
グループ
・助成： 1件あたり100万円以内．
②国際研究集会参加に対する助成
・対象： 2021年6月以降に海外で開催される
天文学に関する国際研究集会に参加，発表す
る研究者
・助成：派遣に要する往復航空運賃および滞在費

[2] 普及・啓発支援事業
（1）普及・啓発活動に対する助成
・対象：天文学および関連分野の普及・啓発事
業を行う個人，団体

・助成：事業経費（設備備品費，消耗品費，そ
の他）1件あたり100万円以内．

（2） 「スター・ウィーク協力イベント」に対する
助成

・対象：「スター・ウィーク2021」に協力する
団体
・助成：開催経費等

2. 申込期限：
・[1]-（1）・（2）・（3）‒②，[2]-（1）は，2021年5月
末日，9月末日，2022年1月末日の計3回

・[1]-（3）-①は，第1回が2021年5月末日（対象期
間が2021年7月以降の開催）
第2回が2021年9月末日（対象期間が2021年11
月以降の開催）
第3回が2022年1月末日（対象期間が2022年3
月以降～2022年6月末日迄の開催）

・[2]-（2）は，2021年5月末日
3. 選考結果：選考委員会で審査の上，採択の可否につ
いて各申込期限の約1カ月後に文書で通知します．

4. 報告： [1]-（1）は年度末，それ以外の助成は帰国後
または開催後1カ月以内に報告書を提出すること．

5. 申請方法： 天文学振興財団ホームページ上に
WordファイルとPDFファイルを掲載します．
申請書類は，一つのPDFファイルにまとめて電
子メールに添付し，締切期限までに以下のメール
アドレス宛にお送りください．
shinsei@fpastron.jp
天文学振興財団より受理確認メールを返信いたし
ます．

6. 問合せ先：
公益財団法人天文学振興財団　事務局
〒181‒8588 東京都三鷹市大沢2‒21‒1
国立天文台内
Te1: 0422‒34‒8801
Fax: 0422‒34‒4053　
http://www.fpastron.jp/

月報だよりの原稿は毎月20日締切，翌月に発行の「天文月報」に掲載い
たします．校正をお願いしておりますので，締切日よりなるべく早めに
お申込みください．
e-mailで toukou@geppou.asj.or.jp宛にお送りください．折り返し，受領
の連絡をいたします．
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賞 の 推 薦

公益財団法人天文学振興財団 
2021年度天文学業績表彰応募

当財団は，社会における天文学の振興に寄与するた
め，天文学に関連する分野での顕著な業績に対して表
彰をいたします．
 2021年2月1日
 公益財団法人天文学振興財団　理事長　観山正見

1. 応募種目
[1] 古在由秀賞
（1）選考基準（以下のいずれかに該当する者）
①広い意味で理論天文研究において顕著な業績
をあげた研究者
②天文学の広報普及に貢献した者（アマチュア
も含む）
③広い意味で重力波天文学の貢献に顕著な業績
をあげた研究者
④国際的に天文学の推進（特にアジアの天文
学）に貢献した者
⑤天文学の推進に関して管理運営等において優
れた業績をあげた者

（2）対　象
・当該年度当初において45歳以下であること
（個人または研究グループの代表者）．
また，応募は推薦によるものといたします
が，他薦・自薦の別は問いません．

[2] 吉田庄一郎記念・ニコン天文学業績賞
（1）選考基準　以下のいずれかに該当する者
・新たな天体観測手法の研究・開発で顕著な業
績をあげた者
・天体観測技術の研究または開発分野で顕著な
業績をあげた者
・新たな天体観測手法・装置の研究・開発を通
じて産業界の発展に顕著な寄与を　なした者

（2）対　象
・当該年度当初において50歳以下であること
（個人またはグループの代表者）．また，応募

は推薦に依るものといたしますが，他薦・自
薦の別は問いません．

2. 応募期限：両賞とも2021年10月末日
3. 選考結果：両賞とも選考委員会で審査の上，結果
ついて2022年1月下旬に文書で通知します．

4. 申請方法： 天文学振興財団ホームページ上に
WordファイルとPDFファイルを掲載します．応
募書類は，一つのPDFファイルにまとめて電子
メールに添付し，応募期限までに以下のメールア
ドレス宛にお送りください．
shinsei@fpastron.jp
天文学振興財団より受理確認メールを返信いたし
ます．

5. 問合せ先：
公益財団法人天文学振興財団　事務局
〒181‒8588 東京都三鷹市大沢2‒21‒1
国立天文台内
Te1: 0422‒34‒8801
Fax: 0422‒34‒4053
http://www.fpastron.jp/

会 務 案 内

欧文研究報告（PASJ）論文のページ付け方法
の変更について

PASJでは73巻（2021年）以降に掲載される論文よ
り，掲載論文番号（article id）に代わって，通しペー
ジ番号を割り振ることにします．通しページ番号は巻
毎に更新します．
なお，本論文以外の論文種別については，これまで
と同様にレター論文には「L」を，増刊特集号論文に
は「S」を，それぞれのページ番号の前に付けて区別
します．例えば，開始ページが「L10」のレター論文
を引用する場合は

Article, A., et al. 2021, PASJ, 73, L10
とReferencesに記載してください．

 欧文研究報告編集部 
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天文月報編集委員より
天文月報オンラインでは，新型コロナウイルス感染拡大防止のため思うように外出もできないこの時期に，多く
の天文に興味を持つ方にお読みいただけますよう，発行後一年間は会員限定で公開している一部の記事を，すべ
て公開しております．普段はすぐに読めないシリーズや雑報などもお読みいただけます．少しでも多くの皆様に
お楽しみいただけますよう，周りの皆様にお知らせいただければ幸いです．


